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「誰か」のことじゃない。 
                               校長 遠藤 哲也 

 

 

 

 

 

これは、10月に５年生の授業改善支援訪問で取り上げられた教材「生きるⅢ」の「宙に消えたあ

りがとう」の１場面です。この男性２人に何か違和感を覚えませんか。言葉は言霊。古代より、発

した言葉どおりの結果を現す力があるとされていました。発した言葉は「もう一人の自分」です。

この男性の言葉からどんなことが伝わってきますか。 

差別をしてはいけない、全ての人権が大切であると頭の中では分かっているのに、いじめ問題や

同和問題、児童虐待やハラスメントの問題、障害のある人や外国人、感染症による差別等は後を絶

ちません。実際、清里小学校においても、子どもたちの学校生活アンケート（１学期）の「いじめ

や差別をしないで生活している」の項目について、全員が「当てはまる」とは答えませんでした（正

直に自分を振り返っているとも言えますが）。 

だからこそ、清里中学校と連携を図りながら、「誰か」のこと、他人事としてとらえるのではなく、

できない自分を認識して、自分にできることを考えていく子ども、そして「差別や偏見に立ち向か

う」子どもを育もうと取り組んでいます。そして、この９年間の人権教育、同和教育の積み重ねが、

未来の本当の差別の解消につながると信じています。 

そんな私たちの取組にぴったりのキーワードを見つけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 8日（金）の２学期最後の学習参観では、第 75回人権週間と合わせて、全学年で人権教育、

部落問題学習に関わる授業を公開する予定です。「誰か」のことではなく、「自分」のこととして、皆さ

んで一緒に人権問題や部落問題について考えてみませんか。 

10 月 28 日（土）の「清里っ子かがやきフェスタ」には、ご来賓の皆様はじめ、たくさんの保護者や地

域の皆様からご参加いただき、ありがとうございました。お子さんの学年の発表だけでなく、他の学年の

工夫した発表や充実した体験教室に、多くの賞賛の声をいただきました。重ねて感謝申し上げます。 

脳性マヒで車いすを使用している「柏木さん」と介助者の「ぼく」。２人で

街に出かけて階段を上る際に、車いすを運ぶために大声で周囲へ助けを求めま

した。避けて通る人がいる中、男性が２人、手伝いに来ました。その男性たち

は、車いすを運ぶときに「ぼく」に対して「一人で大丈夫か」と声を掛けます。 

10／12 ５年生「部落問題学習、

人権教育」授業の様子 

法務省 HP「人権週間  12 月 4 日～12 月 10 日」https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken03.html 

 
10／31 ６年生 人権教育講演

会への参加 



10 月、11 月前半のトピック 

10/10 稲作生産現場見学 

５年生が、グリーンファーム清

里の保坂さんを講師に、ライスセ

ンターや農協倉庫など見学し、米

の乾燥、精米、貯蔵について学び

ました。刈り取り後の米の管理や

流通過程を詳しく知り、稲作への

思いを一層強くしていました。 

 

10/18 いちごくん健康診断 

 上越家畜診療所の丸山獣医さん

から、ヤギの健康診断をしていた

だきました。異常がなく元気とい

う診断にひと安心した１年生。聴

診器を通して、いちごくんの心音

を聞かせてもらい、生きている証

を感じ取ることができました。 

 

10/18 朝市参画、お米販売 

６年生が参画している清里朝市

で、５年生が全校で育てたお米を

販売しました。６年生は今までの

経験を生かし、地域の皆さんと積

極的に関わり、５年生は「多くの

皆さんに味わってほしい」と思い

を込め、接客に励んでいました。 

 

10/28清里っ子かがやきフェスタ① 

 ステージ発表では、ふるさと学

習を中心に、清里のひと・もの・

ことと関わってきた学びや思いを

一生懸命に伝えました。構成や発

表方法を工夫して、どの学年も創

意あふれる発表を披露し、清里の

よさを再認識できました。 

 

10/28清里っ子かがやきフェスタ② 

 体験教室では、地域の輝く達人

を講師に、学年ごとに、紙工作、

ドットアート、絵手紙、音楽、イ

ラスト・デザイン、切手画を楽し

みました。地域の方と関わり、本

物にふれる楽しさを実感すること

ができました。 

 

11/1 地層見学 

学校運営協議会委員の理科セン

ター・稲葉先生を講師に、６年生

が頸城区で見られる地層を見学し

大地のつくりと変化について学び

ました。観察や説明を通して、地

層のでき方や、泥、砂、れきの違

いなど、理解を深めていました。 

 

令和５年度「いじめ見逃しゼロ 県民の集い」動画の紹介 

深めよう 絆 県民会議から、１１月のいじめ見逃しゼロ強調月間にあわせて、下記のとおり、

令和５年度の「いじめ見逃しゼロ 県民の集い」の様子の動画配信の紹介がありましたので、お

知らせします。 

◆媒体 YouTube公式チャンネル「新潟県いじめ見逃しゼロチャンネル」  

下記URL、または二次元コードから御覧ください。  

https://www.youtube.com/channel/UCQx5HNH6vTivVFicWNnTDBA  

◆配信 令和６年３月３１日（日）まで配信 

◆内容 ・子どもたちによるいじめ問題に関するディスカッション 

       ・上越教育大学教職大学院 赤坂真二教授による講演 

HP
随
時
更
新
中 

３年生「清里のお宝発見」 ４年生「音楽に触れよう」 


